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今回の目的 

おたまじゃくしってどんな動きをする？どんな風に成長する？そんなことを考えながら、

スクイークの上でおたまじゃくしを自分で「作って」いきましょう！！ 
 
1. おたまじゃくしの絵を描こう 

まずは、おたまじゃくしの絵を描いてみましょう。このおたまじゃくしは「まっすぐに進

む感じ」で「まだ手が生えていない」おたまじゃくしを描いてください。 

 
 
2. おたまじゃくしはどう動く？？  
では、次におたまじゃくしを動かしていってみましょう。まずはただ、おたまじゃくしを

進めてみましょう。 

 
このおたまじゃくしと、本当に生きているおたまじゃくしの違いを想像してみましょう。

おたまじゃくしはどんな風に生きている？ 
今回は下の３つのことに注目して、少しでも本当に生きているおたまじゃくしのようなお

たまじゃくしをスクイークで作っていきましょう。 
1. おたまじゃくしが動くときにはしっぽを左右にふる 
2. おたまじゃくしの動きはいつも同じ速さ、方向に動くのではなく、突然速く

なったり、いろいろな向きに泳いだりする 
3. おたまじゃくしは成長すると手と足が生えてくる 
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3. おたまじゃくしのしっぽをふろう ～ パラパラまんが 
ではまず、おたまじゃくしがしっぽをふりながら進むようにしましょう。 
テレビのアニメを想像してください。テレビのアニメに登場する人や背景が動いて見える

のはどうしてでしょう？ 
それは、たくさんの絵をれんぞくてきに見せているからなのです。それがもっと分かりや

すくしたものが、「パラパラまんが」です。 
ということで、パラパラまんがを作るようりょうで、しっぽをふるおたまじゃくしを作っ

ていきましょう。 
それでは、パラパラまんがを描くつもりで、しっぽを右、左にふっているおたまじゃくし

の絵を描いてください。 

 

4. しっぽがなめらかに動いているように見せるためには？ 
さて、もう一度パラパラまんがを思い出してみましょう。先ほど描いた３匹のおたまじゃ

くしのしっぽの動きがなめらかに動いているように見せるためには、どんな順番で並べた

らいいでしょうか？ 
 

しっぽの動きがなめらかになるのは下の図のように 

 
「真ん中→左→真ん中→右→真ん中→左→真ん中→・・・」 
という風な順番にすると良いですよね。 
また５番目以降は、また１番目に戻っています。つまり、   で囲んだ図のくり返しに

なっています。 
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5. アニメーションの作り方 ～ 「入れ物」 

どんな順に絵を見せればいいか分かったので、次は実際にこの順におたまじゃくしを見せ

ていきましょう。 

スクイークでパラパラまんがを作るときには「入れ物」を使います。 の中から入れ

物を取り出してください。 

 
 
そして、ハロを呼び出して、先ほど作った図が入るだけの大きさに入れ物を広げてくださ

い。ハロの呼び出し方はキーボード左下の「Alt」のボタンを押しながら、マウスを左クリ

ックしてください。 

 

 
次に、おたまじゃくしを入れ物にさっき考えた順番で入れていってください。入れ物に入

れるのは「くり返す」ところだけ（   の中）でいいです。しっぽがまっすぐなおたま

じゃくしが足りなかったら、 をクリックしてコピーしていれましょう。 
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6. アニメーションのスクリプト作成 

入れ物におたまじゃくしを入れると、一番左のおたまじゃくしが四角で囲まれたと思いま

す。この四角を「カーソル」と呼びます。まずはこのカーソルを動かしてみましょう。 

入れ物のビューワを呼び出して、 の中の というタイル

の をクリックして、スクリプタを作ってください。 

 
 

 

そして、 の をクリックし、 に変えて、 を押

してスクリプトを実行してみてください。 
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カーソルが左から順に１つずつ動いていますね。パラパラまんがのようにアニメーション

をつくるには、このカーソル位置の画像を表示すればよいです。 
したがって次はこのカーソル位置の絵を表示させる方法を説明します。 
まず、カーソルの絵を表示させるための「物体」を描きます。これは何でもかまいません。

ここではただ青い点をうつことにします。そして「おたまじゃくし」と名前をつけました。 

 

つぎにこの点のビューワを呼び出し、 の中の というタ

イルの をクリックして、このタイルを先ほど作った「カーソル位置移動」のスクリプタ

に入れてください。 
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ということで、－１になります。 
同じように、－１から４を引くと、－５になります。 

 

また、正の数、負の数をまたいだ計算も同じ考え方で出来ます。 
例えば、２から５をひくと、－３になります。 

 

 
 
 
－１から「－３」を「引く」といくつになるでしょう？？ 
 
 

それではスクイークに戻ってみましょう。  
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10. 「同じくらい」右にも左にも回るということ 
では、同じくらい右にも左にも回るということはどういうことでしょう？ 

 
 
これも下の図を使うと分かりやすいです。 

 
同じくらい右にも左にも回るということは、０から右向き、左向きに同じ長さのだけの数

字のはんいでおたまじゃくしが回るということと言いかえることができます。 
 
それでは回す量を「－５から５までの数字のうちどれか」になるようにスクリプトを作っ

ていきましょう。 
 
11. －５から５までのはんいをとる乱数をスクリプトで作る 
さて、スクイークの乱数タイルは必ず「１から（負の数の場合は－１から）」設定した数ま

での数しか取りません。－５から５までのはんいをとる乱数は自分で考えないといけませ

ん。 
ではさいしょに、－５から５までいくつの「整数」があるか数えてみてください。 
 
１１個ですね。（１０個と間違えた人は、０を数え忘れていませんか？） 
 
では、１１個の数字をとる乱数タイルを使っていきましょう。 

もう一度乱数タイルを から取り出してみてください。 

そして１１個の数字を取るためには、１～１１のうちのどれかをとるようにすれば良いの

で、 とタイルの数字を１１にしてください。 

 
次に１から１１までの数を－５から５までの数に変換する方法を表を書きながら考えて見

ましょう。 
小さい数字から順に表に割り当てると、下の通りになります。 
上の数と下の数にはどんな関係があるでしょう？ 
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

－５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ 
 
上の数から「６引く」と下の数になりますね。 
つまり、回す量は 
 

    
 
と表せばよいということになります。 
 
それでは、 

 

のスクリプトの中から、 を取り出し、 

もう一度  のタイルをビューワから取り出してスクリプトに入

れてください。 

そして、先に を押して、  の形にした後に、左側の数字

（図のタイルの場合「５」）のところへ   を入れてください。 

－６ 
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12. 成長するおたまじゃくし 
おたまじゃくしは成長していくと、後ろ足が生え、前足が生えてきて、そして、かえるに

なりますね。 
ではスクイークでも成長するおたまじゃくしを作ってみましょう。 
まずは、後ろ足が生えたおたまじゃくしと、両足が生えたおたまじゃくしを描いてみてく

ださい。そして、それぞれについて別々の入れ物にいれてください。そのときにそれぞれ

の入れ物に分かりやすい名前をつけてください。 
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おたまじゃくしの後ろ足や前足が、いつ生えてくるのかが決まる理由はいろいろと考えら

れると思います。例えば、 
• 時間 
• えさを食べた量 
• 運動した量 

などです。今回は運動した量ということで 
おたまじゃくしが進んだ量 

によって、おたまじゃくしの後ろ足や前足を生やしてみます。 
 
13. 「成長度」タイルの作成 ～ インスタンス変数 
今回、どのくらいおたまじゃくしが成長したか＝おたまじゃくしがどのくらい進んだかと

いうことを「成長度」というタイルに記録していくことにしましょう。スクイークでは、

自分で新しい名前のタイルを作ることができます。 

おたまじゃくしのビューワを開いて、一番上の名前の左側にある をクリックしてみてくだ

さい。 

 

すると、下のような箱が出てきますので、「変数 1」と書いてある文字を「成長度」に変え

て「了解」を押してください。 

 
すると、おたまじゃくしのビューワの中に、下のように新しいタイルが入った枠が出来上

がります。 

 
そして、成長度の数字を０にしておいてください。 
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13. 「成長度」の記録 
ここに２つのスクリプトがあります。この２つのスクリプトで、「おたまじゃくしが進んだ

量」を保存できているのはどちらでしょう？ 
 

上 

 

下 

 
 
上のスクリプトでは、２回乱数のタイルが使われていますが、下では一度乱数のタイルの

数字が「進む距離」というタイルに記録した上で、その「進む距離」の値をおたまじゃく

しが進む量と、成長度に使っています。 
上の場合、進んでいる量と、成長度は別々の数字になっている可能性があります。よって、

下のスクリプトのようにしなければいけません。 
このように、スクリプトを書くときには、一度タイルに値を記録した後に、そのタイルを

使うことがよくあります。 
では、下のスクリプトを作るために、「成長度」のタイルを作ったのと同じように「進む距

離」のタイルを作ってください。 

 
ここまで準備できたら、スクリプトを作っていきましょう。 

まず、  のタイルの をクリックして、タイルをスク

リプタの中の 1 番上に入れてください。そして進む距離の数字のところに   を入

れてください。 

次に、  のタイルの をクリックして、先に入れたタ
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イルの下に入れてください。 

そして、タイルを  に変えてください。 

その次に、今度は のタイルの左側（「おたまじゃくし

の」の部分）をクリックしてタイルを取り出し、「おたまじゃくしを進める」と「おたまじ

ゃくしの成長度に以下を足す」の数字の部分に入れてください。 
これでおたまじゃくしが進んだ距離を、「成長度」として記録することが可能になりました。 
それでは一度スクリプトを動かしてみて、成長度が増えていく様子を見てください。 

 
 

 
 

  どうして   のタイルがスクリプトの一番 

  上にないとだめなのでしょうか？ 
  その理由を考えてみてください。 
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14. 「成長度」によって、おたまじゃくしに足を生えさせる 

では、次にこの「成長度」によって、おたまじゃくしに足が生えるようにしましょう。 
今回は、 
 

• 「成長度」が２０００になったら・・・後ろ足が生える 
• 「成長度」が５０００になったら・・・前足が生える 

 
というルールにします。 
どのようなスクリプタを作ればよいでしょうか？？ 
 
これはいろいろなスクリプタの作り方が考えられます。 
みんなで考えてみましょう。 
 
下にひとつほどスクリプトの例を書いておきます。 

 

他にもスクリプトが作れないか試してみてください！ 
 
 
今回はおたまじゃくしを例に取り上げてみました。ただまっすぐにおたまじゃくしの絵が

動いていただけから、だんだんと生きているおたまじゃくしに近づいていったと思います。

でも、まだまだ生きているおたまじゃくしは違います！おたまじゃくしをじっくり観察し

てみて、さらに本物のおたまじゃくしにより近いスクイークおたまじゃくしを作っていっ

てみてください！！ 
 
最後のページに、ひとつほどむずかしい問題を準備しました。ぜひとも挑戦してみてくだ

さい！！ 
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15. 水の深さによって、おたまじゃくしの動きを変える（発展） 

まず、 の中から、「遊び場」を取り出してください。そして、おたまじゃくしを 

「遊び場」の中に入れます。 
遊び場の上のほうに来れば、おたまじゃくしの向きを出来る限り下向きに、 
下の方に来れば、出来る限り上向きにするにはどうすればいいでしょうか？ 
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